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　大島大橋への貨物船衝突事故からの１日も早い復興に向けて、山口
県と周防大島町では、周防大島の魅力を発信する「周防大島応援キャ
ンペーン」をスタートしました。
　第１弾として、12 月 12 日に広島市のアルパークで観光ＰＲイベ
ントを開催し、周防大島の特産品が抽選で当たるクイズラリーや元広
島東洋カープの北別府学さんのトークショー、岩国市出身のシンガー
ソングライター原田侑子さんのライブショーなどが行われました。
　今後も、県内外のイベント等で、キャンペーンを実施する予定となっ
ています。

がんばっちょるけー！周防大島
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

で
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
町
長
就
任
以
来
、
財
政
の
健

全
化
を
第
一
に
掲
げ
、
昨
年
ま
で
の
10
年

間
、
一
貫
し
て
行
財
政
改
革
の
推
進
と
生
活

関
連
施
設
の
整
備
や
防
災
対
策
、
子
育
て

支
援
の
充
実
等
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

１
０
０
万
人
を
超
え
た
観
光
交
流
人
口

の
一
層
の
拡
大
と
地
域
の
活
力
の
維
持
・
創

出
の
た
め
、
定
住
の
促
進
に
向
け
て
住
宅

確
保
を
支
援
す
る
若
者
定
住
促
進
住
宅
用

地
整
備
事
業
と
子
育
て
定
住
促
進
住
宅
建

設
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

昨
年
は
、
大
島
郡
が
過
去
に
経
験
を
し
た

こ
と
が
な
い
甚
大
な
事
故
の
発
生
と
大
き

な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

年
が
明
け
た
１
月
11
日
、
町
内
に
浄
水
を

供
給
す
る
た
め
大
島
大
橋
に
添
架
さ
れ
た

送
水
管
が
、
大
畠
側
か
ら
80
メ
ー
ト
ル
付

近
の
接
続
部
分
で
破
断
し
た
こ
と
に
よ
り
、

送
水
管
が
復
旧
す
る
ま
で
の
間
、
町
内
全

域
が
断
水
す
る
非
常
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
に
は
、
台
風
第
７
号
及
び
梅
雨
前

線
の
影
響
に
よ
っ
て
、
西
日
本
を
中
心
に

広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨
と
な
っ
た
「
平

成
30
年
７
月
豪
雨
」
は
、
町
内
に
甚
大
な
被

周防大島町長　椎木　巧

年頭のごあいさつ

害
を
も
た
ら
す
激
甚
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
10
月
22
日
未
明
に
ド
イ
ツ
の
海

運
会
社
が
所
有
す
る
巨
大
な
貨
物
船
が
大

島
大
橋
の
橋
桁
に
激
突
し
、
橋
に
大
き
な
損

傷
を
与
え
、
橋
に
添
架
さ
れ
た
送
水
管
を

切
断
す
る
と
い
う
過
去
に
例
を
見
な
い
重

大
な
事
故
を
発
生
さ
せ
ま
し
た
。
町
内
は
長

期
間
の
断
水
と
橋
が
受
け
た
損
傷
に
よ
り
、

大
島
大
橋
は
通
行
規
制
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

強
風
時
の
全
面
通
行
止
め
に
よ
る
影
響
は
、

地
域
経
済
に
計
り
知
れ
な
い
大
き
な
打
撃

を
受
け
ま
し
た
。
応
急
復
旧
が
完
了
す
る
ま

で
の
間
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
と
励
ま

し
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
10
年
間
に
及
ぶ
議
論
を
重
ね
た

米
空
母
艦
載
機
の
岩
国
基
地
へ
の
移
駐
が
、

３
月
30
日
に
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
皆
様
の
不
安
解
消
に
つ
な
が

る
地
域
の
安
心
安
全
対
策
を
強
く
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

直
面
し
て
い
る
一
番
の
課
題
は
人
口
の

減
少
対
策
で
あ
り
、
定
住
対
策
を
一
番
に

掲
げ
、
大
島
大
橋
へ
の
衝
突
事
故
に
よ
り

特
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
観
光
業
、
農

林
水
産
業
、
商
工
業
等
に
対
す
る
復
興
支

援
と
し
て
、
周
防
大
島
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
、「
や
れ
る
こ

と
は
全
て
や
る
」
と
い
う
覚
悟
で
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
番
目
は
防
災
対
策
で
あ
り
ま
す
。
近

年
、
災
害
リ
ス
ク
の
脅
威
は
身
近
な
も
の

と
な
り
、
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
る

た
め
に
は
、ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
「
安
全
、

安
心
」
の
防
災
対
策
に
臨
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
公
助
の
力
に
加
え
、
自
助
・
共
助

に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
と
自
主
防
災

組
織
の
育
成
に
よ
り
、
一
人
の
犠
牲
者
も

出
さ
な
い
た
め
に
、
防
災
対
策
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
番
目
は
健
康
づ
く
り
で
す
。
医
療
や
介

護
事
業
へ
の
充
実
し
た
施
策
の
展
開
と
皆

様
が
健
康
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
、
何
よ
り

も
大
事
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
の

見
直
し
に
よ
る
疾
病
予
防
、
ま
た
疾
病
に
お

い
て
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
、
引

き
続
き
減
塩
環
境
の
取
組
の
拡
充
と
健
診

の
受
診
率
向
上
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

合
併
か
ら
15
年
の
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
も
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

「
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

に
向
け
、
行
政
の
効
率
化
、
簡
素
化
に
努
め
、

町
政
を
推
進
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
が

町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
良
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

幸せに暮らせるまちづくりのために
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大
人
の
仲
間
入
り

大
島
地
区

久
賀
地
区

　
橘
地
区

東
和
地
区

　

１
月
４
日
、
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
79
名
が
参

加
し
、　

西
村
真
治
さ
ん
（
森
）
が
新
成
人
を
代
表
し
て
、
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま

し
た
。
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　本年の確定申告、町県民税・国民健康保険税・介護
保険料、後期高齢者医療保険料等の申告相談は次の日
程で行います。
　各会場の日程は、当該地区の予定申告者数により計
画しています。やむを得ず他の会場で申告される方以
外は、出来るだけ指定の日に申告されるようお願いし
ます。
　なお、柳井税務署の「出張申告相談」は、今回から
行わないことになりました。

　申告についての詳しい内容は、別にお配りしていま
す「申告案内（申告書付き）」をご覧いただくか、各
会場で相談員にご相談ください。

相談所の開設は２月 18 日㈪ から税 務 申 告

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 18 日 月

棟 畑、 屋 代 中 村、 奥 村、 石 原、
樫原 9:30 ～ 16:00

大島庁舎 
（３階会議室）

自光寺、神領、中、原、田中

2 月 19 日 火
銅、郷の坪、徳神、吉井

9:30 ～ 16:00上 砂 田、 砂 田、 下 砂 田、 吉 兼、
上北迫、下北迫、東北迫

2 月 20 日 水
川地、羽越、石小田

9:30 ～ 16:00
先小田、中小田、和田

2 月 21 日 木
屋代中田、（上・中・下）片山

9:30 ～ 16:00
宮の下、北石、沖石

2 月 27 日 水
寺家、東畑、西畑、小平

9:30 ～ 16:00

蒲野農村環境
改善センター

小山田南、小山田北

2 月 28 日 木
流東、流西、中塚、前港

9:30 ～ 16:00
後港、東浜北、東浜南

3 月 1 日 金
西の郷、蔵本、明神松（東・西）

9:30 ～ 16:00
三蒲中村、新屋敷、西田

3 月 4 日 月
立石、皆地、赤石、中浜、迎原

9:30 ～ 16:00

沖浦農村環境
改善センター

（多目的ホール）

原庄、久保庄、下庄、坂本、
西浜

3 月 5 日 火
森添、大歳

9:30 ～ 16:00
塩田

3 月 6 日 水
浜、塩町、木原

9:30 ～ 16:00
奥田中、里

3 月 7 日 木
川窪、中開地

9:30 ～ 16:00
天神東、明神、追通

3 月 8 日 金
大東、久保

9:30 ～ 16:00
家房原、割石

3 月 11 日 月
新開、松ヶ崎、金屋、唐樋

9:30 ～ 16:00

大島庁舎 
（３階会議室）

水車、砂堀、小方、五反田

3 月 12 日 火
北一（西・中・東）、北二（西・中・東）

9:30 ～ 16:00
笠佐、瀬戸、南一、南二、南三

3 月 14 日 木
小松中田、手崎

9:30 ～ 16:00
明新、安迫

3 月 15 日 金
浜西、浜東

9:30 ～ 16:00
郷串、上湯所、下湯所

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 25 日 月

山 下 浜 東 １ 区、 山 下 浜 東 2 区、
山下浜西 1 区 9:30 ～ 16:00

椋野公民館
（大会議室）

山下浜西 2 区、西ヶ原

2 月 26 日 火

花田道面、平原大畑、木屋原
9:30 ～ 16:00

久保田中郷、大元

戎町、上本町、本町、古町
9:30 ～ 16:00

山口県大島防災
センター

（会議室）

白石、大崎

2 月 28 日 木
畑能庄

9:30 ～ 16:00
久保河内下、久保河内上

3 月 1 日 金
前島、向町、仲町、八幡上

9:30 ～ 16:00
八幡下、洲崎、港町

3 月 5 日 火
東天満町、西天満町

9:30 ～ 16:00
西中津原、上津原

3 月 6 日 水
東中津原、中瀬田

9:30 ～ 16:00
佐古、宗光東、宗光西

3 月 7 日 木
新開東、新開西

9:30 ～ 16:00
丸山、流田、庄地

3 月 8 日 金
山田上、山田中、山田下

9:30 ～ 16:00
向津原、東下津原

【表の見方】
上段の行政区の方は午前中に、
下段の行政区の方は午後からの目安でお願いします。
※日付をよくご確認のうえお越しください。

大島地区

久賀地区
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○
申
告
相
談
所
開
設
期
間
中
は
、
税
務
課
職

員
が
各
相
談
所
に
出
向
く
た
め
、
税
務
課
の

窓
口
で
は
最
小
限
の
職
員
で
の
対
応
と
な
り

ま
す
。

　

申
告
書
の
提
出
ま
た
は
、
税
務
申
告
の
説

明
（
簡
易
）
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
○
18
才
以
上
の
方
（
収
入
の
無
い
場
合
等
）

で
申
告
の
必
要
の
な
い
方
で
も
、
所
得
・
課

税
証
明
書
等
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
や

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
等
の
軽
減
措
置
を
受
け
る

場
合
、
扶
養
の
認
定
・
年
金
の
裁
定
請
求
や

免
除
申
請
を
す
る
場
合
等
は
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
施
設
や
医
療
費
の
負
担

区
分
判
定
、
高
額
療
養
費
の
計
算
等
も
申
告

を
基
に
し
た
所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
年
末
調
整
の
済
ん
だ
方
な
ど
は
町
県
民
税

等
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　
☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 18 日 月
船越（東・中）

9:30 ～ 16:00

白木多目的
共同利用施設

船越（西）

2 月 19 日 火
沖家室（中・峠・刈山・岡・鼻・
南）、佐連（東・中）

9:30 ～ 16:00

2 月 20 日 水 伊崎、外入（全域） 9:30 ～ 16:00

2 月 22 日 金
佐連（西）

9:30 ～ 16:00
地家室（西・中・郷・東）

2 月 25 日 月
小積、大積、五条

9:30 ～ 16:00

東和
総合センター

神浦（東・西）

2 月 26 日 火
森（全域）

9:30 ～ 16:00
平野（全域）

2 月 27 日 水
和佐（磯・東浜・東中浜）

9:30 ～ 16:00
和佐（西浜・大西・郷）

2 月 28 日 木
長崎（東・西）、西方

9:30 ～ 16:00
下田（中・東・西）

3 月 1 日 金
小泊（東・東中）

9:30 ～ 16:00

和田出張所

小泊（西中・天神）

3 月 4 日 月
和田（東泊・西泊・中泊）

9:30 ～ 16:00
和田（庄東・庄西・庄里）

3 月 5 日 火 内入（東・西） 9:30 ～ 12:00

3 月 12 日 火 馬ヶ原、黒谷 9:30 ～ 12:00

油田農村環境
改善センター

3 月 13 日 水
油宇（13 区・14 区・15 区・16 区）

9:30 ～ 16:00
油宇（17 区・18 区・19 区）

3 月 14 日 木
情

9:30 ～ 16:00
小伊保田

3 月 15 日 金

雨振、伊保田（3 区・4 区・5 区・
6 区）

9:30 ～ 16:00
伊保田（7 区 ･8 区 ･9 区・10 区・
11 区）

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 19 日 火
油良（西・西中・東中）

9:30 ～ 16:00

日良居出張所
（大会議室）

油良（東・郷）

2 月 20 日 水
日前浜（浜西・浜東）

9:30 ～ 16:00日前浜（浜西中・浜中・日良居
団地）、長浜

2 月 21 日 木
土居（西上・西下・西中）

9:30 ～ 16:00
土居（東上・東下・東中）

2 月 22 日 金
日前郷（貞広・大光寺）

9:30 ～ 16:00
日前郷（新屋上・新屋下）

2 月 25 日 月
浮島（樽見）

9:30 ～ 16:00
浮島（江ノ浦）

3 月 6 日 水
庄南

9:30 ～ 16:00

橘総合支所
（会議室）

庄北、大泊

3 月 7 日 木
吉浦、秋（江頭・下開地）

9:30 ～ 16:00
秋（西開地・神田）

3 月 8 日 金
原

9:30 ～ 16:00
古城

3 月 11 日 月
三ツ松（東）

9:30 ～ 16:00
三ツ松（中・西）

3 月 12 日 火
鹿家、栄

9:30 ～ 16:00
安高

3 月 13 日 水
塩宇

9:30 ～ 16:00
西浦、和戸

3 月 14 日 木
源明、川間

9:30 ～ 16:00
安下、長天、田中

3 月 15 日 金
おれんじヒルズ、真宮

9:30 ～ 16:00
正分

税
務
課
か
ら
の
お
願
い

橘 地 区 東和地区

　東和地区については、昨年と会場が変更
になっている地区がありますので、お間違
えのないようお越しください。
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柳 井 税 務 署 か ら の お 知 ら せ
■ 平成３０年分所得税および復興特別所得税の確定申告期間は

2 月 18 日㈪から 3 月 15 日㈮までです
※還付申告については、平成３１年１月１日以後、提出することができます。

※２月 17 日㈰以前は、申告会場を設けていないため、申告相談で税務署へお越しの方は上記申告会場開設期
　間にお越しください。
※申告会場の駐車場は混雑が予想されます。
※譲渡所得の案内ハガキが届いた方は、内容をご確認のうえ、申告が必要な場合は３月４日㈪以降に柳井税務
　署へお越しください。

地　区 開　設　日 相 談 時 間 会　場　名

柳井税務署
管内全域

  2 月 18 日㈪～ 3 月 15 日㈮
（土日は除きます）

相談時間　9：00 ～ 17：00
受付時間　8：30 ～ 16：00

（混雑状況によって 16：00 以前に受付を終了する
場合があります。）

柳 井 税 務 署

■ 申告会場の開設日程について

■問い合わせ　　
　柳井税務署　☎０８２０（２２）０２７７

　画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自動計算され、所得税、消費税および贈与税の申告書
や青色申告書などを作成できます。

 国税庁 で 検索

マイナンバー（個人番号）の入力と本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。ただし、ｅ - Ｔａｘで送信すれば
本人確認書類の提示等は不要です。

詳しくは国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）まで

■ 確定申告書の作成は、便利な「確定申告書等作成コーナー」で！

     e-Tax 送信
※事前準備が必要です

書面提出
印刷して郵送等で提出または

平成３０年分の振替日 【所得税および復興特別所得税】４月２２日㈪
【消費税および地方消費税】  　　４月２４日㈬

還付がスピーディー
添付書類の提出省略

　納税のために金融機関や税務署に出向く必要がなく、大変便利で確実な納付方法です。
　お申し込みは、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」に必要事項をご記入・押印の上、申告期限ま
でに税務署または金融機関に提出してください。
　「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」は国税庁ホームページからダウンロードできます。

■ 便利で確実な振替納税をご利用ください

領収書の提出の代わりに『医療費控除の明細書』の添付が必要となりました。

■ 医療費控除は領収書が提出不要となりました ※　　　　　　　　　　※ 明細書を作成して提出が必要です

●医療費の領収書は自宅で 5 年間保存する必要があります。（税務署から求められたときは、提示または提出
　しなければなりません。）
●医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、明細の記入を省略できます。（医療費通知とは、健
　康保険組合等が発行する「医療費のお知らせ」などです。）
注）平成 29 年分から平成 31 年分までの確定申告については、医療費の領収書の添付または提示によること
　もできます。

 作成コーナーや

作成した申告書等は…

■ スマホやタブレット端末で、２４時間申告が可能になりました

　事前に税務署で本人確認のうえ、ＩＤとパスワードを取得する必要があります。なお、ＩＤ・パスワード方
式については、マイナンバーカード等が普及するまでの暫定的な対応です。
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勤
務
先
の
倒
産
や
解
雇
等
に
よ
る
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方

は
、
失
業
（
離
職
）
か
ら
一
定
の
期
間
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。（
軽
減
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。）

■
対
象
者
に
つ
い
て

　

次
の
①
～
③
全
て
に
あ
て
は
ま
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
年
月
日
が
、
平
成
25
年
３
月

　

31
日
以
降
で
あ
る
こ
と

②
離
職
日
に
お
い
て
、
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
「
離
職
理
由
コ
ー
ド
」
が
「
11
・

　

12
・
21
・
22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
る

　

こ
と

■
適
用
さ
れ
る
期
間
に
つ
い
て

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
、
翌
年
度
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
再
就
職
し
て
国
民
健
康
保
険
以
外
に
加
入
す
る
場
合
は
、
そ
の

時
点
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

■
軽
減
の
算
定
方
法

　

対
象
者
の
前
年
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得
を
３
０
／
１
０
０
と
し

て
算
定
し
ま
す
。（
給
与
以
外
の
所
得
、
対
象
者
以
外
の
被
保
険
者

の
所
得
、
対
象
期
間
外
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
１
０
０
／
１
０
０
と

し
て
算
定
し
ま
す
。）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

○
印
鑑

○
軽
減
に
該
当
す
る
方
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
わ
か

　

る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
等
）

○
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）

■
申
請
場
所　

　

税
務
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
・
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課 

課
税
第
１
班　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

　

非
自
発
的
失
業
者
の
方
は

　

国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　東和・西方の服部屋敷は、神社・仏閣を造ること
で名高い地元長州大工の代表作であり、明治 18 年

（1885）に西方本郷に建てられた。平成４年（1992）
に旧所有者の故服部哲氏（愛媛県松山市在住）より、
屋敷の寄贈を受け、平成６年に現在の地に移築し同
じ材料により復元された。仕口や継ぎ手など細工の
一つひとつに、当時の伝統的工法の高度な技術が見
受けられる。
　屋敷の構造をみると、門構えは四つ足門、母屋は
木造二階建ての入母屋造り、瓦葺き。土壁構造と坪
庭を設け、出入口は正式な客を迎い入れるための式
台と家族の者が出入りする大戸口の二か所がある。
また使用人長屋、納屋、厩、土蔵も配置されている。
屋敷の広さ約 600 坪、建築面積は 96.75 坪、延べ床
面積 118.66 坪である。

周 防 大 島 の 文 化 財 服 部 屋 敷29

▲服部屋敷の母屋は西方地区で最初の瓦葺だったという。

▲屋根裏の木組みには大工の技をうかがうことが
できる。

　服部家は、おなじく西方本郷に居住していた旧家
である林家の分家で、萩の士族の株を買い服部家と
名乗った。幕末のころには地方で、財を蓄えた者が
武士の養子の形をとってその株を買い、その家の苗
字を名乗った。このような家は地侍、在郷諸士とい
い、村人から旦那様と呼ばれた。
　服部家は農業の他に酒屋、網元、廻漕業などを広
く行った。農外収入も多く幕末から明治初期の頃は
財産家になっており、名主・村長職など島末の中核
を担っていた。服部家の人々の暮らしだけの民家で
なく、島内外の来訪者を考慮した大きな屋敷構えと
なっており、当時の生活や習俗を知る上での貴重な
資料である。

≪周防大島町文化財保護審議会委員　菊本雅喜≫
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材料 ２人分

手羽元

卵

しょうが

水

しょう油

酒

酢

みりん

ブロッコリー

４本

１個

１／２かけ

１００ml

小さじ２

小さじ２

小さじ２

小さじ２

８０ｇ

  
し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

　

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
、
運
動
・
活
動
で
元
気
に
！ 

～
70　

新
し
い
ス
タ
ー
ト　

　

～
自
分
ら
し
い
人
生
を
輝
か
せ
よ
う
！
～

　

平
成
31
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成
も
残

す
と
こ
ろ
あ
と
３
か
月
。
5
月
1
日
か
ら
は
新
た

な
元
号
が
始
ま
り
ま
す
。み
な
さ
ん
に
と
っ
て「
平

成
」
は
ど
ん
な
年
で
し
た
か
？
そ
し
て
、
新
た
に

始
ま
る
時
代
を
ど
の
様
に
過
ご
し
た
い
で
す
か
？

ち
ょ
び
塩
の
は
じ
ま
り

　
「
ち
ょ
び
塩
」
が
始
ま
っ
た
の
は
平
成
23
年
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、「
病
気
で
苦
し
ん
だ
り
、
若

く
し
て
亡
く
な
る
人
を
一
人
で
も
減
ら
し
た
い
」

「
防
げ
る
病
気
は
防
ぎ
た
い
」
と
言
う
も
の
で
し

た
。
周
防
大
島
町
は
、
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
な

ど
の
循
環
器
疾
患
が
多
く
、
そ
の
原
因
と
も
な
る

「
塩
の
摂
り
過
ぎ
」
が
大
き
な
課
題
で
す
。
他
に

も
、
肥
満
や
運
動
不
足
、
喫
煙
、
飲
酒
等
の
問
題

も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
「
ち
ょ
び
塩
（
減
塩
）」

を
通
じ
て
自
分
の
身
体
に
気
を
配
り
、
必
要
な
手

入
れ
（
健
康
管
理
）
に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
、
み
な

さ
ん
の
「
健
康
で
豊
か
な
人
生
」
に
役
立
つ
と
考

え
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
生
を
輝
か
せ
る
た
め
に
今
で
き
る
こ
と

　

こ
こ
で
お
伝
え
し
た
い
の
は
、
自
分
の
人
生
や

未
来
は
「
自
分
で
築
く
」
と
い
う
こ
と
。
将
来
の

健
康
を
守
る
の
は
今
の
自
分
で
す
。
5
年
後
、
10

年
後
の
自
分
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ど
ん

な
姿
が
見
え
ま
す
か
？
笑
顔
で
す
か
？
自
分
ら
し

い
人
生
を
輝
か
せ
る
た
め
に
も
、
新
た
な
時
代
の

門
出
に
立
つ
今
こ
そ
、
何
か
一
つ
健
康
に
役
立
つ

習
慣
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

ち
ょ
び
塩
の
野
望

　

ち
ょ
び
塩
活
動
も
8
年
目
を
迎
え
、
今
で
は
認

知
度
も
高
ま
り
、
減
塩
の
大
切
さ
も
浸
透
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、「
分
か
っ
て
は
い
て
も
で
き

な
い
、
や
っ
て
い
な
い
」
と
言
う
の
が
現
状
で

す
。
こ
れ
が
生
活
習
慣
病
の
難
し
さ
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
多

く
の
方
と
知
恵
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、「
ち
ょ

び
塩
の
実
現
」
と
そ
の
先
の
「
町
民
の
幸
せ
」
に

向
け
て
心
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

〈
ち
ょ
び
塩
ク
イ
ズ
〉

　

お
せ
ち
料
理
の
定
番
食
材
を
食
塩
の
多
い
順

に
並
べ
て
く
だ
さ
い
。（
答
え
は
、
15
ペ
ー
ジ
）

　

①
伊
達
巻
（
1
切
れ
30
ｇ
）

　

②
か
ま
ぼ
こ
（
2
切
れ
25
ｇ
）　

　

③
イ
ク
ラ
（
大
さ
じ
1
杯
25
ｇ
）

　

④
黒
豆
（
15
粒
30
ｇ
）

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課
（
健
康
づ
く
り
班
）

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

エネルギー  197kcal
たんぱく質  16.3g
脂質  10.5g
食物繊維  1.8g
食塩相当量  1.2g

◆問い合わせ　健康増進課（健康づくり班）　☎０８２０（７３）５５０４

Ａ

　今回は手羽元を使ったちょび塩レシピを紹介します。手羽元をしょ
うが風味で煮込みました。香りがよくなり薄味をカバーしてくれま
す。調味料を合わせて煮込むだけなので簡単です。ぜひ作ってみて
ください。手羽元のしょうが煮

　町内の協力店舗や医療機関、各総合支所・出張所などにちょび塩レシピを置いてい
ますので、ぜひご利用ください。

〈作り方〉
①卵はゆで卵にしておく。しょう
　がは皮つきのまま薄切りにする。
　ブロッコリーは小房にして茹で
　ておく。
②鍋にしょうが、Ａを入れて強火
　で熱し、煮立たせる。
③②に手羽元、ゆで卵を加え、ふ
　たをして中火で 20 分煮る。
④ふたを外してとろみがつくまで
　さらに 5 ～ 10 分ほど煮る。
⑤器に盛り、つけあわせにブロッ
　コリーを添える。

ちょび塩　冬レシピ♪
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若
者
世
帯
の
転
入
の
促
進
及
び
転
出
の
抑

制
を
図
り
、
過
疎
化
に
よ
る
児
童
数
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
地
域
を
活
性

化
す
る
こ
と
を
目
的
に
若
者
世
帯
が
自
己
負

担
に
よ
り
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
築
す
る
た
め
に

未
活
用
の
町
有
地
を
町
が
宅
地
造
成
し
貸
し

出
し
ま
す
。

■
募
集
す
る
住
宅
用
地

　

周
防
大
島
町
大
字
森
地
区
（
旧
東
和
庁
舎

跡
地
）
５
区
画
の
う
ち
２
区
画

・
区
画
①
（
３
１
４
・
９
７
㎡
）

・
区
画
⑤
（
２
１
３
・
３
３
㎡
）

※
区
画
②
、
③
、
④
に
つ
い
て
は
成
約
済
み

で
す
。

■
貸
付
期
間

　

10
年
（
10
年
後
は
無
償
譲
渡
い
た
し
ま

す
。）

■
貸
付
料

・
区
画
①　

月
額 

８
２
０
０
円

・
区
画
⑤　

月
額 

５
５
０
０
円

■
応
募
が
で
き
る
方

　

現
に
生
活
の
基
盤
が
周
防
大
島
町
に
あ
る

方
ま
た
は
、
生
活
の
基
盤
を
周
防
大
島
町
に

移
そ
う
と
す
る
方
で
、
概
ね
45
歳
以
下
の
１

世
帯
２
人
以
上
（
同
居
予
定
の
単
身
者
を
含

む
。）
の
当
該
用
地
に
自
己
負
担
に
よ
り
マ

イ
ホ
ー
ム
を
建
築
で
き
る
方
。

■
募
集
期
間

　

１
月
15
㈫
～
２
月
15
日
㈮

■
選
考
方
法

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ

り
決
定
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
申
込
締
切
日

ま
で
に
応
募
の
な
い
用
地
に
つ
い
て
は
、
申

込
締
切
後
４
週
間
に
限
り
先
着
順
で
申
し
込

み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
政
策
企
画
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
若
者
定
住
促
進
住
宅
用
地
貸
付
申
請
書

・
確
約
書
（
用
地
借
受
後
、
１
年
以
内
に
住

宅
建
築
の
着
手
を
確
約
す
る
旨
の
書
類
。）

・
同
居
誓
約
書
（
住
宅
完
成
後
１
年
以
内
に

同
居
予
定
者
と
同
居
す
る
こ
と
を
誓
約
で
き

る
単
身
者
に
限
る
。）

・
所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
同
居
し
よ
う
と

す
る
者
を
含
む
。）

・
住
民
票
の
写
し
（
同
居
し
よ
う
と
す
る
者

を
含
む
。）

・
平
成
29
年
度
納
税
証
明
書
（
同
居
し
よ
う

と
す
る
者
を
含
む
。）

※
応
募
書
類
は
政
策
企
画
課
、
総
合
支
所
に

て
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

　

提
出
書
類
は
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
返
却
は
致
し
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

　

周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６
‐
２

　

周
防
大
島
町
政
策
企
画
課

　

定
住
対
策
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

　

０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
１
５

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

seisakukikaku@
tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

森
地
区
若
者
定
住
促
進
住
宅
用
地
貸
付
の
募
集
を
行
い
ま
す

【貸付の募集を行う住宅用地】

②①

③

④

⑤

旧東和庁舎跡地

成約済

成約済

成約済

周 防 大 島 町 防 災 講 演 会　

　「地域を知り、防災を考える
　　　　　　～最近の豪雨災害事例から学ぶこと～」〈入場無料〉

　　◆日時　2 月 24 日㈰　午前１０時～
　　◆場所　山口県大島防災センター　多目的ホール
　　◆講師　静岡大学防災総合センター　教授　牛 山 素 行 先生　　
　　◆参加者　会場の定員には限りがありますので、先着３００名のご入場とさせていただきます。  
　　　　　　　ご来場の方には、もれなく防災グッズを差し上げます。
　　◆問い合わせ　総務課 消防防災班　☎０８２０（７４）１０００

℻
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周
防
大
島
ふ
る
さ
と
寄
附
金

 

　 

タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
！

　
周
防
大
島
町
で
は
、
町
の
魅
力
や
特
産
品
等
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
内
事
業

者
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
を
さ
れ
た
方
へ
、
お
礼
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
特

産
宅
配
便
」
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
に
向
け
、
周
防
大
島
町
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、「
ふ
る
さ
と
特
産
品
」
を
提
供

し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
者
に
つ
い
て
は
、「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
お
礼
の
品
カ
タ
ロ
グ
へ
の
掲
載

や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
要
件

①
周
防
大
島
町
に
事
業
所
（
工
場
を
含
む
）

が
あ
る
方

②
周
防
大
島
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
商
品
で
、

か
つ
町
内
で
製
造
、加
工
、採
取
、栽
培
、販
売
、

サ
ー
ビ
ス
等
が
な
さ
れ
て
い
る
商
品
（
地
場

産
品
）
を
、
寄
附
者
に
送
付
し
て
い
た
だ
け

る
企
業
ま
た
は
個
人
事
業
者

③
周
防
大
島
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

④
代
表
者
等
が
、
暴
力
団
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
掲
げ
る
暴
力

団
の
構
成
員
等
で
な
い
こ
と

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
者
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と

①
ふ
る
さ
と
特
産
品
の
発
送

②
送
付
実
績
の
報
告
お
よ
び
商
品
代
の
請
求

（
月
末
締
め
）

■
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
者
の
メ
リ
ッ
ト

①
県
内
外
の
方
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
通
し
て
、
事
業
者
名
、
商
品
名
等

が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
す
。

②
商
品
発
送
時
に
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
同
封
が
で

き
、事
業
者
等
商
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

１
月
21
日
㈪
～
２
月
22
日
㈮

■
申
し
込
み

　

政
策
企
画
課
・
総
合
支
所
に
備
え
付
け
の

用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
募
集
要
領
、

申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

締
め
切
り
後
、
審
査
を
行
い
、
申
し
込
み
の

承
認
の
可
否
を
書
類
に
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
起
業
家
の
育
成
を

通
し
て
、
地
域
活
性
化
を
目
指
す
平
成
30
年

度
島
ス
ク
エ
ア
事
業
の
取
り
組
み
を
報
告
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
課
題
を
確
認
し
、
今

後
を
展
望
し
て
い
き
ま
す
。

■
日
時　

　

２
月
10
日
㈰ （
午
前
９
時
30
分
開
場
）

■
会
場

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
日
程

〈
午
前
10
時
～
正
午
〉

　

特
別
企
画　

映
画
「
写
真
甲
子
園
０
・
５

秒
の
夏
」（
上
映
・
ト
ー
ク
）

〈
午
前
10
時
～
午
後
１
時
〉

　

特
別
企
画
「
ふ
れ
あ
い
マ
ル
シ
ェ
」（
修

了
生
企
画
・
運
営
・
実
験
販
売
）

〈
午
前
10
時
～
午
後
５
時
〉

　

起
業
相
談　

藤
井
康
弘　

中
川
利
之　

〈
午
後
１
時
〉

　

開
会
行
事
、
事
業
報
告
他

〈
午
後
１
時
30
分
〉

　

修
了
生
事
業
プ
ラ
ン
発
表

　

発
表「
ち
っ
ち
ゃ
な
お
店
の
お
っ
き
な
物
語
」

中
本
英
宏
（
今
年
度
修
了
生
）

　

特
別
発
表　

地
域
人
材
拠
点
形
成
事
業
山

口
Ｙ
Ｆ
Ｌ
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
基
礎
」
最

終
プ
レ
ゼ
ン　

県
内
大
学
生
２
名
発
表

〈
午
後
２
時
15
分
〉

　

基
調
講
演
「
人
口
増
が
続
く
東
川
町
の
取

り
組
み
」　

　

平
田
章
洋
（
北
海
道
東
川
町　

東
川
ス
タ

イ
ル
課
課
長
）　

〈
午
後
３
時
〉

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
海
と
大
地
の
共
創
～
人
口
増
に
つ
な
ぐ
地

域
資
源
の
活
用
と
起
業
～
」

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

　

平
田
章
洋
（
北
海
道
東
川
町　

東
川
ス
タ

イ
ル
課
課
長
）、林　

透
（
山
口
大
学
准
教
授
・

博
士
（
教
育
）・
Ｙ
Ｆ
Ｌ
リ
ー
ダ
ー
）、
藤
本

雅
史
（
編
集
者
・
ラ
イ
タ
ー
）、笠
原
隆
史
（
株

式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ  

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｙ

代
表
取
締
役
社
長
）

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

　

行
平
真
也
（
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
准

教
授
・
博
士
（
工
学
））

〈
午
後
４
時
30
分
〉　

閉
会
挨
拶

■
主
催　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校  

■
共
催　

柳
井
市
、
周
防
大
島
町
、
上
関
町
、

　

田
布
施
町
、
平
生
町

■
後
援　

周
防
大
島
町
商
工
会

■
主
管　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

島
ス
ク
エ
ア
起
業
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
４
８
７
７

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス

☎
０
８
０
（
１
９
０
２
）
３
３
７
８
ま
た
は

　

０
９
０
（
７
９
７
９
）
４
６
１
５

    
島
ス
ク
エ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

   　
　
　
　
　
　

２
０
１
９

　
　

   
～
海
と
大
地
の
共
創
～
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▪水道管の凍結防止について
　冬の冷え込みが厳しいとき、水道管が凍ったり破裂したりすることがあります。このような凍結を防ぐ方法とし
て、 タオルや発泡スチロール系保温チューブ（市販品）などを水道管に巻きつけ、 その上にビニールテープなどを
巻いて、直接冷気を受けないようにして下さい。蛇口の水を少しずつ出すのも効果的です。 

▪凍結しやすい水道管 
 ・屋外に露出（むき出し）している管 
 ・家の北側にあり、陽の当らないところの管 
 ・風当たりの強い場所にある管 

▪一般家庭でできる防寒の仕方 
 ・保温材やタオル、布切れで蛇口の上まで完全に包み、
　レジ袋などで覆って下さい。 
 ・メーターを保護するためにメーターボックスの中に、
　使い古しのタオルや布切れ、発泡スチロール等を入れ、保温します。 

▪水道管が凍ってしまった場合 
 ・蛇口が凍ったときは、自然に溶けるのを待つか、凍ってしまった部分に
　タオルなどを被せて、ゆっくりとぬるま湯をかけてください。 
※急に熱いお湯をかけると、管や蛇口が破裂したり、給水栓をいためることがありますので注意が必要です。 
 ・凍結により、蛇口を開けても水が出ない場合、蛇口を開けたままになることがありますが、水が出なくても、必
　ず蛇口を閉めるようにしてください。 

▪水道管が破裂してしまった場合 
 ・水道管および水道メーターが破裂したときは、できる範囲でメーターボックス内のバルブを閉め、水を止めてく
　ださい。 
 ・水道メーターから蛇口までの漏水については、町では修理できませんので、町指定の水道工事店へ修理を依頼し
　てください。水道メーター付近で漏水している場合は、水道課にご連絡ください。
 ・漏水については、水道料金が減免の対象になる場合もありますので、町指定の水道工事店か水道課にご相談くだ
　さい。なお、減免対象は、1 年間の平均使用量と漏水期間の使用量の差の 2 分の 1 で、水道工事店の漏水修理
　証明書を添えた申請が必要ですので、ご留意ください。
 ・近所のお宅で漏水を見かけたときは、お住まいの方にお声掛けをいただくか、水道課へご連絡ください。

◆問い合わせ　周防大島町水道課   ☎０８２０（７９）１０１１

水 道 管 の 凍 結 防 止 に つ い て

保温チューブを水道管に
取り付ける

濡れないようにビニール
テープで防水

周 防 大 島 町 人 権 教 育 推 進 大 会
　「優しさの心って何？
　　　 　　  ～朝顔やつるべとられてもらい水～」〈入場無料〉

　　◆日時　1 月 31 日㈭　午後１時３０分～４時３０分
　　◆場所　山口県大島防災センター　多目的ホール
　　◆講師　元萩市教育委員会　教育長　陽　信 孝 先生　　
　　◆問い合わせ　周防大島町教育委員会社会教育課　☎０８２０（７８）２２０５
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受
章
・
表
彰

◆
瑞
宝
双
光
章

　

藤
本
長
生
さ
ん
（
内
入
）

　
（
元
公
立
学
校
長
）

◆
平
成
30
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
作
品

○
ポ
ス
タ
ー
の
部

・
山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

　

山
中　

望
さ
ん
（
大
島
中
学
校
２
年
生
）

○
標
語
の
部

・
佳
作　

　

兼
田
柚
花
さ
ん
（
安
下
庄
中
学
校
２
年
生
）

◆ゲストランナー　
　中村　優さん　2005 年ミスマガジンデビュー NHK BS-1
　　　　　　　　「ラン×スマ」でスマイルランナーとして
　　　　　　　　数々の大会に出場。

　Ｍ　高史さん　駒澤大学陸上競技部卒。2011 年 12 月よ
　　　　　　　　りものまねアスリート芸人に。大会ゲスト
　　　　　　　　ランナーに多数出場。　　　　　　

２月３日（日）  午前 9 時 40 分スタート第 35 回 サザン・セト大島ロードレース大会
沿道でのご声援をお願いします！

◆今大会エントリー数　２，７３３人

◆問い合わせ　周防大島町教育委員会社会教育課（スポーツ振興班）　☎０８２０（７８）５０４８

道路の交通規制について（ご協力のお願い）  【 時間　午前９時 30 分～午後１時 】
☆下田口から小伊保田までの国道 437 号線を緊急車両および大型車両を除き、全面通行止めとします。
☆迂回路は県道および町道で、当日は看板および誘導員の指示に従い、迂回していただきますようご協力
　をお願いいたします。

周防大島町陸上競技場

　
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
」
は
、

内
閣
官
房
お
よ
び
農
林
水
産
省
が
農
山
漁
村

活
性
化
の
優
良
事
例
を
選
定
し
、
全
国
に
発

信
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
で
第
５
回
と
な

る
選
定
で
、
㈱
瀬
戸
内
ジ
ャ
ム
ズ
ガ
ー
デ
ン

が
優
良
事
例
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
」
選
定

　

㈱
瀬
戸
内
ジ
ャ
ム
ズ
ガ
ー
デ
ン

教育委員会委員の異動

　平成 30 年 9 月 5 日に開催され
た「第 3 回周防大島町議会定例会」
において、長年にわたり教育委員
として町教育行政にご尽力いただ
きました珠山信孝氏（戸田）の後
任として、新たに、國行敬子氏（小
松開作）の教育委員任命が同意さ
れました。

○任期　平成 30 年 11 月 27 日
　　　～平成 34 年 11 月 26 日

國行敬子教育委員 ▲ 12 月 11 日、選定の報告に訪れた
㈱瀬戸内ジャムズガーデンの松嶋さん
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周防大島松山フェリー運休のお知らせ
　フェリー「しらきさん」は定期検査のため、１月 15 日㈫
から１月 24 日㈭まで運休となりますので、フェリーが伊保
田港に寄港いたしません。
　お客様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご
協力をお願いいたします。
　◆問い合わせ
　　周防大島松山フェリー㈱　☎０８２０（７５）１５７５

全
国
大
会
出
場
者
へ
激
励
費
授
与

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一
環
と
し
て
、
全
国
大

会
に
出
場
さ
れ
る
方
に
激
励
費
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

▲山口県代表チームの一員として、全国都
道府県対抗中学バレーボール大会に出場し
た佐原夏実さん（授与式：12 月 20 日）

Ｊ
Ｏ
Ｓ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
32
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

開
催
期
間　

平
成
30
年
12
月
25
日
～
28
日

開
催
地　

大
阪
府

周
防
大
島
町
立
大
島
中
学
校

　

佐
原
夏
実
さ
ん
（
３
年
）

　

　◆開催日　１回目　２月 14 日㈭　
　　　　　　２回目　２月 21 日㈭　  
　　　　　　３回目　２月 28 日㈭　

　◆場　所　山口県大島防災センター（久賀）

　◆対象者　昭和 27 年４月２日
　　　　　～昭和 28 年４月１日生まれの方
　　　　　※対象者で参加希望の方はご連絡ください。

　◆問い合わせ　介護保険課 地域包括支援センター　
　　　　　　　　☎０８２０（７３）５５０６

や な い 警

察

署

だ

よ

◆問い合わせ　
　周防大島幹部交番　☎０８２０（７２）０１１０　 　柳井警察署　☎０８２０（２３）０１１０

「だまされた振り作戦」にご協力ください！

　うそ電話詐欺の犯人検挙のため、「だまされた振り作戦」へのご協力をお願いします。
◆「だまされた振り作戦」とは
　自宅にうそ電話詐欺の電話がかかってきた場合、詐欺だと見破った後も「だまされた振り」を続けて相
手（犯人）に話を合わせつつ、「現金を送って欲しい」などの要求に応じる前に、一旦電話を切って、直
ちに警察に通報していただき、その後は、警察官のアドバイスを受けながら、更に相手の要求に話を合わ
せて現金等の受け取り場所等を聞き出し、その場所に現れた犯人を警察が捕まえる作戦です。

　○「風邪をひいて声がおかしい」
　○「携帯電話の番号が変わった」
　○「キャッシュカードを預かります」
　○「有料サイトの未払いがある」
　○「医療費、保険料などの払い戻しがある」
　○「訴訟費用として○○万円必要」
　○「△△△△に宅配便で送って」
　○「電子マネーを買って番号を教えて」
　○「コンビニで振り込んで欲しい」　　　など

　上記のようなうそ電話がかかってきた場合は、相手に話を合わせて「だまされた振り」を装い、電話を
切った後は、直ちに１１０番または柳井警察署、交番・駐在所への通報をお願いします。

り

「65 歳からの暮らし方講座」の
開 催 日 が 変 更 に な り ま し た

午後１時 30 分
～３時
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12
月
16
日
、
第
72
回
大
島
一
周
駅

伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

曇
り
か
ら
雨
と
な
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
中
で
の
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た

が
、
一
般
の
部
・
高
校
の
部
の
選
手

た
ち
は
、
大
島
を
一
周
す
る
８
区
間

の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
逗
子
ヶ
浜
を
ス
タ
ー
ト
す

る
第
72
回
中
学
校
男
子
大
島
駅
伝
競

走
大
会
、
第
36
回
女
子
大
島
駅
伝
競

走
大
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
区
間
を
走

り
、
総
勢
59
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

大島一周駅伝　健脚を競う

▲大島一周駅伝（一般の部・高校の部）

ふ
れ
あ
い
み
か
ん
収
穫
作
業

高規格救急自動車を配備
　

柳
井
消
防
署
中
部
出
張
所

（
西
安
下
庄
）
に
高
規
格
救
急

自
動
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
長
年
使
用
し
て
き

た
車
両
の
更
新
に
よ
る
も
の

で
、
車
両
側
面
に
は
反
射
材

を
３
方
向
に
取
り
付
け
、
隊

員
の
安
全
を
確
保
す
る
ほ
か
、

病
院
と
同
レ
ベ
ル
の
心
疾
患

の
鑑
定
が
で
き
る
12
誘
導
心

電
図
や
安
全
性
・
操
作
性
が

向
上
し
た
加
湿
流
量
計
付
酸

素
吸
入
装
置
な
ど
が
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
７
日
、
周
防
大
島
高
校
１
年
生

66
人
が
山
口
大
島
み
か
ん
の
収
穫
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
将
来
の
担
い
手
と
し
て
、

高
校
生
が
地
域
の
産
業
を
理
解
す
る
こ

と
や
農
家
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
昭
和
57
年
に
安
下
庄
高

校
に
は
じ
ま
り
周
防
大
島
高
校
が
継
承

し
て
い
る
伝
統
的
な
学
校
行
事
で
す
。

　

み
か
ん
の
収
穫
作
業
を
行
っ
た
生
徒

さ
ん
か
ら
は
、「
予
想
以
上
に
大
変
」「
農

家
の
方
の
大
変
さ
が
わ
か
る
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▶
山
口
大
島
み
か
ん
の
収
穫
の
様
子

▶
女
子
大
島
駅
伝

▲中部出張所に配備された高規格救急車㊨
と同様に配備された広報車㊧



15 広報すおう大島 平成 31 年 ( 2019 年 )1 月号 【Ｐ 8 ちょび塩クイズ答え：② 0.6g、③ 0.6g　① 0.3g　④ 0.2g】
　加工食品には比較的多くの食塩が含まれています。薄味同様に食
べる量にも気をつけましょう。

　

12
月
５
日
、
嵩
山
山
頂
に
お

い
て
、「
Ｋ
Ｒ
Ｙ
周
防
大
島
Ｆ

Ｍ
」
の
開
局
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

Ｋ
Ｒ
Ｙ
周
防
大
島
Ｆ
Ｍ
は
、

周
波
数
92
・
３
Ｍ
Ｈ
ｚ
に
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
周
防
大
島
町
、

岩
国
市
、
柳
井
市
お
よ
び
和
木

町
の
一
部
の
地
域
で
放
送
を
き

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　
　

佐
原　

聡
子

■
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６

　

昨
年
10
月
22
日
に
起
こ
っ
た
大
島
大
橋
へ
の
貨
物

船
衝
突
事
故
に
よ
る
水
道
管
破
損
で
、
町
内
の
ほ
と

ん
ど
の
地
域
で
長
期
間
断
水
に
な
り
ま
し
た
。
入
浴

で
き
な
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
町
内
外
の
温
浴
施

設
の
無
料
開
放
や
ご
近
所
の
お
風
呂
の
提
供
な
ど
は

と
て
も
有
り
難
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
た
び
の

断
水
で
、
お
風
呂
が
心
身
の
疲
労
回
復
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
に
な
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

入
浴
は
、
全
身
の
血
流
促
進
に
よ
り
筋
肉
の
疲
れ

を
軽
減
し
た
り
、
良
い
睡
眠
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
寒
く
な
っ
た
こ
の
季
節

は
、
高
齢
者
の
入
浴
事
故
が
増
加
し
ま
す
。
こ
の
時

期
に
起
こ
り
や
す
い
入
浴
時
の
事
故
と
し
て
、
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は

急
激
な
温
度
の
変
化
に
よ
っ
て
血
圧
が
大
き
く
変
動

し
、
身
体
に
大
き
な
負
担
が
か
か
る
こ
と
で
、
失
神
、

不
整
脈
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
重
症
の
場
合
は
死
に

至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
冬
場
の
脱
衣
場
や
浴
室

は
特
に
室
温
が
低
く
な
り
が
ち
で
す
。
服
を
脱
い
で

急
に
浴
槽
に
入
り
熱
い
お
湯
に
つ
か
る
と
、
急
激
な

温
度
差
に
よ
っ
て
大
き
く
血
圧
が
変
動
し
、
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぐ
た
め
に

　

あ
ら
か
じ
め
、
脱
衣
場
や
浴
室
を
温
め
ま
す
。
浴

室
に
入
る
前
に
シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
を
出
し
て
お
い
た

り
、
浴
槽
の
ふ
た
を
開
け
て
お
い
た
り
し
て
、
蒸
気

で
浴
室
を
温
め
ま
す
。
お
湯
の
温
度
は
41
℃
以
下
、

お
湯
に
つ
か
る
時
間
は
10
分
以
内
を
目
安
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

お
湯
か
ら
出
る
と
き
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
お

湯
に
つ
か
っ
て
い
る
間
は
体
に
水
圧
が
か
か
っ
て
い

る
の
で
、
急
に
浴
槽
か
ら
立
ち
上
が
る
と
急
激
な
血

圧
変
動
を
起
こ
し
ま
す
。
転
倒
の
危
険
性
も
あ
り
ま

す
の
で
、手
す
り
や
浴
槽
の
縁
な
ど
を
持
っ
て
、ゆ
っ

く
り
と
立
ち
上
が
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
飲
酒
後
の
入
浴
は
事
故
に
つ
な
が
り
や
す

く
、
食
後
は
血
圧
が
低
下
し
ま
す
の
で
飲
酒
後
や
食

後
１
時
間
程
度
は
入
浴
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
方
の
総

合
相
談
窓
口
で
す
。
介
護
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

入
浴
を
安
全
に
行
う
た
め
に

Ｋ
Ｒ
Ｙ
周
防
大
島
Ｆ
Ｍ
が
開
局

大
島
大
橋
損
傷
に
伴
う
損
害
賠
償
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催

　

昨
年
10
月
22
日
未
明
に
大
島
大
橋
へ
の
衝
突
事
故
を
起
こ
し
た
船
会

社
に
対
す
る
今
後
の
損
害
賠
償
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
12
月
25
日
か
ら

27
日
の
日
程
で
「
大
島
大
橋
損
傷
に

伴
う
損
害
賠
償
に
関
す
る
住
民
・
事

業
者
説
明
会
」
が
町
内
各
所
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
船
主
責
任
制
限
法

や
船
主
責
任
制
限
法
に
よ
る
手
続
き

の
流
れ
、
賠
償
の
対
象
と
な
る
損
害

の
種
類
、
損
害
額
の
算
出
方
法
例
な

ど
に
つ
い
て
、
弁
護
士
か
ら
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▶
開
局
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

▶
説
明
会
の
様
子
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お知らせ１月

周
防
大
島
町
病
院
事
業
局

職
員
募
集

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

・
看
護
助
手　

若
干
名

・
調
理
師
（
員
）　

１
名

（
い
ず
れ
も
59
歳
以
下
・
性
別
不
問
）

■
勤
務
先

　

周
防
大
島
町
立
東
和
病
院
ま
た
は

周
防
大
島
町
立
大
島
病
院
（
看
護
助

手
に
つ
い
て
は
、
東
和
病
院
）

■
採
用
予
定
年
月
日

　

応
相
談

■
勤
務
内
容
等

・
看
護
助
手

　

リ
ネ
ン
類
の
洗
濯
作
業
、
シ
ー

ツ
交
換
、
お
む
つ
交
換
、
食
事
・

入
浴
介
護
、
看
護
助
手
業
務
等

・
調
理
員
（
員
）

　

給
食
調
理
業
務
（
６
カ
月
の
試
用

期
間
が
あ
り
ま
す
。
試
用
期
間
中
そ

の
職
務
を
良
好
な
成
績
で
遂
行
し
た

と
き
に
正
職
員
と
な
り
ま
す
。）

■
受
付
期
間

　

随
時
（
応
募
状
況
に
よ
り
締
め

切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

　
（
平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
）

■
申
し
込
み
方
法

　

履
歴
書
（
市
販
可
）
を
郵
送
も

し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い　
　

■
試
験
方
法

　

面
接
試
験

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
４
２
‐
２
１
０
６

　

周
防
大
島
町
小
松
１
３
８
８
‐
６

募
集

　

周
防
大
島
町
病
院
事
業
局

　

総
務
部
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
３
３
２

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

周
防
大
島
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
募
集
し
ま
す

　

本
町
で
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化

対
策
の
柱
と
し
て
定
住
促
進
を
掲

げ
、
町
内
の
産
業
団
体
と
「
定
住

促
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、「
住
ま

い
」
や
「
仕
事
」
な
ど
移
住
定
住

者
（
希
望
者
）
に
役
立
つ
情
報
を

提
供
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

移
住
定
住
希
望
者
へ
の
情
報
発

信
や
相
談
、
移
住
定
住
後
の
サ

ポ
ー
ト
等
を
行
う
こ
と
で
、
定
住

の
促
進
や
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

■
業
務

・
周
防
大
島
町
定
住
促
進
協
議
会

の
事
務
、
事
業
の
企
画
・
実
施

・
移
住
定
住
希
望
者
へ
の
情
報
提

供
・
移
住
定
住
者
の
サ
ポ
ー
ト

・
女
性
の
た
め
の
移
住
相
談
及
び

サ
ポ
ー
ト

・
空
家
の
掘
り
起
こ
し

・
地
域
活
動
へ
の
参
加

・
移
住
フ
ェ
ア
・
連
絡
会
議
・
研

修
会
等
へ
の
参
加

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
な
ど

に
よ
る
情
報
発
信

・
そ
の
他
目
的
達
成
に
資
す
る
活
動

■
募
集
人
数
等

　

社
会
経
験
の
あ
る
概
ね
25
歳
以

上
の
方　

1
名

■
勤
務
時
間

　

1
日
7
時
間
45
分
、
１
週
38
時

間
45
分
を
基
準
と
し
ま
す
。

■
応
募
要
件

・
３
大
都
市
圏
を
は
じ
め
と
す
る

都
市
地
域
等
（
過
疎
、山
村
、離
島
、

半
島
等
の
地
域
に
該
当
し
な
い
市

町
村
）
に
在
住
し
、
委
嘱
後
に
周

防
大
島
町
に
住
民
票
を
移
す
こ
と

が
で
き
る
方

※
応
募
の
対
象
と
な
る
地
域
要
件

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て

い
る
方

・
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
可
能
な
方

・
心
身
が
健
康
で
あ
る
方

・
地
域
協
力
活
動
に
意
欲
と
情
熱

を
持
っ
て
い
る
方

■
勤
務
地

　

周
防
大
島
町
内
（
業
務
に
よ
り

町
外
で
の
活
動
も
あ
り
ま
す
）

■
着
任
日

　

平
成
31
年
4
月
1
日
（
応
相
談
）

※
委
嘱
期
間
は
年
度
毎
に
更
新
、

最
長
3
年
間
更
新
で
き
ま
す
。

■
報
酬
等

　

月
額
17
万
１
３
０
０
円

■
申
込
期
限

　

平
成
31
年
2
月
15
日
㈮
ま
で

■
応
募
方
法

　

提
出
書
類
に
よ
り
書
類
審
査
を

行
い
ま
す
。
審
査
結
果
は
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

・
応
募
用
紙

・
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

・
レ
ポ
ー
ト
「
私
が
周
防
大

島
町
で
取
り
組
み
た
い
こ
と
」

（
１
０
０
０
字
程
度
）

・
住
民
票
抄
本

※
応
募
用
紙
等
は
政
策
企
画
課
で

お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま

す
。
提
出
書
類
は
郵
送
、
ま
た
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
返
却
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

　

周
防
大
島
町
小
松
１
２
６
‐
２

　

周
防
大
島
町
政
策
企
画
課

　

定
住
対
策
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

　

０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
１
５

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

seisakukikaku@
tow

n
.suo-

oshim
a.lg.jp

℻
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お知らせ１月

農
業
担
い
手
研
修
生
募
集

　

周
防
大
島
町
内
で
柑
橘
栽
培
を

主
体
と
し
た
農
業
経
営
者
に
な
る

こ
と
に
つ
い
て
強
い
意
欲
の
あ
る

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。
研
修
生

は
、
山
口
大
島
農
業
協
同
組
合
の

臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
し
な
が

ら
、
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。
採
用
に
つ
い
て
は
、
書
類
審

査
、
面
接
等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　

若
干
名

■
研
修
場
所

　

山
口
大
島
農
業
協
同
組
合

■
研
修
期
間
・
条
件

　

４
月
～
平
成
32
年
３
月

　

Ｊ
Ａ
山
口
大
島
の
勤
務
時
間
に

準
じ
る
。

　

研
修
期
間
中
は
賃
金
を
支
給
し

ま
す
。

■
年
齢

　

50
歳
未
満

■
受
付
期
間

　

２
月
12
日
㈫
ま
で
に
履
歴
書
を

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
５
１
３
４

　

周
防
大
島
町
農
林
課（
農
林
振
興
班
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
電
話

相
談
会
（
多
重
債
務
・
相
続

登
記
・
空
き
家
・
養
育
費
問
題
）

■
日
時

　

２
月
２
日
㈯

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
１
２
０
‐
０
０
３
‐
８
２
１

■
内
容　
　

 

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

等
の
多
重
債
務
問
題
、
相
続
登
記

な
ど
の
相
続
問
題
、
空
き
家
を
相

続
し
た
が
そ
の
管
理
処
分
に
困
っ

て
い
る
、
近
所
に
管
理
さ
れ
て
い

な
い
空
き
家
が
あ
り
雑
草
や
悪
臭

相
談

等
で
生
活
環
境
に
悪
影
響
が
出
て

い
る
、
ま
た
養
育
費
問
題
等
で
お

困
り
の
方
に
、
手
続
の
ご
説
明
や

お
近
く
の
司
法
書
士
事
務
所
の
紹

介
な
ど
問
題
解
決
に
向
け
て
の
ご

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

午
前
中
は
ご
相
談
が
多
い
た
め
、

回
線
が
繋
が
り
に
く
い
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
相
談
会
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

相
談
会
担
当
（
明
石
）

☎
０
８
３
（
２
２
７
）
３
２
９
７

◆住宅の所在
　周防大島町久賀２４８１番地 5
　木造平屋　１０５．４４㎡（約３１．９坪）
◆家賃　３万円
◆申し込みができる方
・現に同居し、または同居しようとする親族（婚姻
予定または事実上婚姻関係である者を含む）がある
こと。
・単身者であっても、国または県もしくは町から支
援を受けている新規就農者および新規漁業就業者
等。（詳しくは政策企画課までお問合せください）。
・入居しようとする者が暴力団員でないこと。
・申込時において、住所を有する市町村の税および
使用料等を滞納していないこと。

◆申込期限　２月 15 日㈮
◆選考の方法　面接により対象者を決定します。
◆申し込み・問い合わせ　政策企画課
　☎０８２０（７４）１００７

空家活用住宅の入居者募集　　周防大島町内の空家を町が借り受けて改修し、周防大島町内へ定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　住を希望する方に貸し出す、空家活用住宅の入居者を募集します。

　

　昨年 10 月 22 日に発生した大島大橋
送水管損傷事故により、ほぼ全域で長期
断水となりましたので、対象地域の水道
料金（１月請求予定の 10・11 月分）を
次のとおり全額免除（基本料金＋超過料
金）いたします。

◆対象のお客様
　広域水道から供給を受け給水をしてい
る全ての方（大崎白石地区、源明地区、
前島簡水、笠佐島簡水および江ノ浦簡水
を除く）
　※手続きの必要はありません。

◆問い合わせ
　水道課　☎０８２０（７９）１０１１

大島大橋送水管損傷事故に係る
水 道 料 金 の 免 除 に つ い て



18広報すおう大島 平成 31 年 ( 2019 年 )1 月号

お知らせ１月

柳
井
地
域
合
同
就
職
面
接
会

の
開
催
に
つ
い
て

　

参
加
企
業
の
採
用
担
当
者
と
個

別
ブ
ー
ス
で
面
談
し
ま
す
。（
無

料
・
申
込
不
要
）

■
日
時

　

１
月
30
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら
）

■
場
所

　

柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル

■
対
象
者

　

一
般
求
職
者
お
よ
び
既
卒
者

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
地
区
広
域
行
政
連
絡
協
議
会

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
１
１

（
内
線
３
６
９
）

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

受
付

　

町
が
発
注
す
る
工
事
請
負
・
業

務
委
託
・
物
品
調
達
等
の
競
争
入

札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
資
格
審

査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
名
簿
登
録
さ
れ
て
い
る

資
格
審
査
の
有
効
期
限
は
平
成
31

年
3
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
資
格
審
査

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈮
～
２
月
28
日
㈭

■
提
出
方
法　

　

直
接
、
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。（
郵
送
不
可
）

※
申
請
に
必
要
な
書
類
等
詳
し
く

は
周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
有
効
期
間

　

平
成
31
年
４
月
１
日
～
平
成
34

年
３
月
31
日

■
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

契
約
監
理
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
９

公
売
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
お

い
て
公
売
を
行
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
参
加

希
望
の
方
は
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
参
加
申
し
込
み

　

２
月
14
日
㈭
開
始
予
定

■
公
売
物
品

　

普
通
自
動
車
（
乗
用
）　

１
台

　
（
ト
ヨ
タ 

マ
ー
ク
Ｘ 

平
成
18
年
式
）

■
公
売
場
所

　

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
上

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課 

徴
収
対
策
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

大
島
図
書
館
の
臨
時
休
館

　

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま

す
。
本
の
返
却
に
つ
き
ま
し
て
は
、

玄
関
先
に
あ
る
返
却
ボ
ッ
ク
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
休
館
期
間

　

２
月
19
日
㈫
～
２
月
22
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ

　

大
島
図
書
館

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
３
８
０
０

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
冬
コ
ー
ス
～

●
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
の
か
ご
づ
く
り

・
日
時

　

2
月
4
日
㈪

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

・
場
所

　

し
ま
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン
タ
ー

（
小
松
）

・
体
験
料　

１
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

1
月
25
日
㈮

※
昼
食
あ
り

●
あ
ら
れ
と
み
か
ん
餅
づ
く
り

・
日
時　

　

2
月
6
日
㈬

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

・
場
所

　

工
房
ふ
き
の
と
う
（
志
佐
）

・
体
験
料　

１
２
０
０
円

・
受
入
人
数　

5
～
6
人

・
募
集
締
め
切
り　

1
月
28
日
㈪

※
各
コ
ー
ス
と
も
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
１
０
０
２

竹
林
整
備
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か 

 

～ 

第
10
回
竹
伐
り
大
会 

～

■
内
容

　

竹
の
伐
採
、
切
断
、
運
び
出
し
、

棚
づ
く
り

※
作
業
の
出
来
る
服
装
で
、
長
靴

か
安
全
靴
着
用
で
お
願
い
し
ま

す
。
ノ
コ
ギ
リ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

手
袋
は
貸
し
出
し
ま
す
が
、
お
持

催
し

ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

　

２
月
９
日
㈯　

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
作
業
現
場

　

久
賀 

畑
（
延
命
の
滝
）

■
参
加
料　

無
料　

※
準
備
の
た
め
、
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

　

昼
食
を
準
備
し
ま
す
。

■
主
催

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
里
山
救

援
隊
、
美
し
い
三
蒲
を
創
る
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
周
防
大
島
ふ
る
さ
と

づ
く
り　

の
ん
太
の
会

■
後
援　

　

周
防
大
島
町
・
山
口
県
柳
井
農

林
水
産
事
務
所
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
里
山
救

援
隊
（
田
中
）

☎
０
９
０
（
７
５
０
５
）
０
５
２
２

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

■
日
時

　

２
月
23
日
㈯

　

午
前
６
時
か
ら
午
後
６
時
30
分

■
集
合
場
所　

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

　

※
午
前
５
時
50
分
集
合

お
知
ら
せ
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「がんばっちょるけー！周防大島」イベントリレー

　昨年 10 月 22 日㈪に発生したドイツの海運会社が
所有する貨物船の大島大橋衝突事故の影響により、周
防大島町内全域が断水、大島大橋においては２トン以
上の車両通行規制、風速５メートル以上時には通行止
めという事態となりました。
　みかんシーズン最盛期の 11 月に観光バスが全面ス
トップとなり、観光農園やホテルは営業が成り立た
ず、飲食店や物産店も平時と比べ来訪客数が８割減と
いう、島内の観光産業は危機的状況に陥りました。
　12 月にはライフラインが復旧しましたが、落ち込
んでしまった観光需要を回復するため、観光協会では

「がんばっちょるけー！周防大島」をスローガンに各
種イベントリレーを開催いたします。
　昨年 12 月 15 日㈯、16 日㈰の両日には道の駅サザ
ンセトとうわを会場に「みかん祭り」を開催しました。
両日で約１万５千人もの方々にご来場いただき、大島
大橋衝突事故からの復興に向けて盛大な開幕行事とな
りました。

　来たる１月 20 日㈰には日良居グランドを会場に「紅
白餅合戦」を開催いたします。
　２月にはみかん鍋を囲んでのカップリングパー
ティー「鍋コン」を、３月には四国松山経由のサイク
リングルート開通を目的としたサイクリングイベント

「シマクル」の開催をそれぞれ予定しています。
　また、年度内のキャンペーンとして町内観光３湯３
施設をめぐる「沸活！周防大島スタンプラリー」も開
催中です。
　大島大橋衝突事故以前よりもさらに元気溢れる観光
地として、魅力いっぱいの企画をご用意してお客様を
お迎えできればと思っております。
　がんばっちょるけー！周防大島

◆問い合わせ　（一社）周防大島観光協会
　　　　　　　☎０８２０（７２）２１３４

■
場
所　

　

や
わ
た
ハ
イ
ラ
ン
ド
１
９
１
リ

ゾ
ー
ト
（
広
島
県
北
広
島
町
）

■
対
象
者　

　

町
内
在
住
の
方
（
先
着
50
人
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

お
願
い
し
ま
す
。

■
参
加
費　

・
中
学
生
以
下　

３
０
０
０
円　

・
高
校
生
以
上　

５
０
０
０
円

※
小
学
生
で
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
基
本
、

保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
転
倒
し
た
際
の
介
助
の
た
め
）

　

な
お
、
別
途
２
０
０
０
円
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

■
別
途
費
用　

　

昼
食
・
リ
フ
ト
券
・
レ
ン
タ
ル

利
用
は
自
己
負
担

■
申
し
込
み
期
限

　

２
月
１
日
㈮

■
主
催　

　

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
健
究
会
、
大

島
郡
体
育
協
会
大
島
支
部
、
大
島

公
民
館

■
後
援

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
島
公
民
館

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
３
８
０
０
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お知らせ１月

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

柴
田
学
と
申
し
ま
す
。
２
０
１
９
年

最
初
の
こ
の
コ
ラ
ム
は
私
が
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
昨
年
の
９
月
よ
り
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
、
妻
と
1

歳
の
子
供
の
3
人
で
東
京
か
ら
周
防

大
島
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
任
務
と
し
て
現

在
、『
周
防
大
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
』
の

番
組
制
作
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

周
防
大
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
改
め
て

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
周

防
大
島
町
内
で
放
送
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
行
政
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
、
㈱
ア
イ
・
キ
ャ
ン
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
ご
加
入
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
11
ｃ
ｈ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
ま
た
放
送
番
組
の
一

部
は
、
動
画
サ
イ
ト
（
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
）
で
ご
覧
に
な
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

放
送
す
る
内
容
と
し
ま
し
て
は
、

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
住
民
の
方
々

に
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
役
立
つ
情

報
、
各
種
講
演
会
の
様
子
、
関
係
機

関
か
ら
の
情
報
提
供
を
行
う
行
政
番

組
な
ど
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
周

防
大
島
に
住
む
皆
さ
ん
も
伝
え
た
い

こ
と
を
発
信
で
き
る
、
住
民
参
加
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
番
組
も
放
送
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

を
基
に
番
組
や
Ｃ
Ｍ
を
制
作
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

す
で
に
放
送
さ
れ
て
い
る
番
組
と

し
て
、
島
内
の
俳
句
ポ
ス
ト
に
投
句

さ
れ
た
俳
句
を
素
敵
な
解
説
つ
き
で

放
送
す
る
、
大
島
郡
俳
句
協
会
制
作

の
「
俳
句
ポ
ス
ト
つ
と
む
く
ん
」、

周
防
大
島
高
校
の
生
徒
た
ち
の
今
を

発
信
す
る
「
島
高
Ｃ
Ｈ
Ａ
！
Ｃ
Ｈ

Ａ
！
Ｃ
Ｈ
Ａ
！
」、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

な
ど
で
撮
影
し
た
動
画
を
お
届
け
す

る
「
島
の
お
た
よ
り
動
画
」、
イ
ベ

ン
ト
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
紹
介
す
る

「
島
の
け
い
じ
ば
ん
」
な
ど
、
す
で

政策企画課
☎０８２０（７４）１００７

3

▲皆さんの番組企画や楽しいアイデア、お待ち
しています！お気軽にご連絡ください！

しましまタイムス

ＳＨＩＭＡＳＨＩＭＡ　ＴＩＭＥＳ

地域おこし協力隊員　 柴田  学の

に
多
く
の
方
々
が
テ
レ
ビ
を
通
し
て

知
っ
て
ほ
し
い
情
報
や
想
い
を
番
組

と
し
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
周
防
大
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

は
、
皆
さ
ん
の
熱
い
想
い
や
ア
イ
デ

ア
に
溢
れ
た
番
組
企
画
、
お
知
ら
せ

し
た
い
情
報
を
募
集
中
で
す
。
テ
レ

ビ
で
放
送
と
な
る
と
、
敬
遠
さ
れ
て

し
ま
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
私
も
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、「
こ
ん
な

こ
と
を
し
て
み
た
い
」
と
い
う
声
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
周
防

大
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

竜崎温泉温水プール指導日
（２月１日～２月 20 日）

実施日

２月
 1 日㈮、5 日㈫、7 日㈬、8 日㈮、
 14 日㈭、15 日㈮、19 日㈫

※ 65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的と
　した水中運動の指導を行っています。
　指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
　実施日等は事情により変更することがあります。

◆問い合わせ　
介護保険課 地域包括支援センター

　☎０８２０（７３）５５０６

　

　

　任期満了に伴う山口県議会議員一般選挙が、
４月７日㈰に行われます。
　周防大島町選挙区の立候補予定者説明会を次
のとおり実施します。

　日時　２月 18 日㈪　午後２時～
　場所　大島文化センター　２階研修室１・２

◆問い合わせ　
周防大島町選挙管理委員会

☎０８２０（７４）１０００

山 口 県 議 会 議 員 一 般 選 挙 に
か か る 立 候 補 予 定 者 説 明 会
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お知らせ１月

ご存じですか？ 「部落差別の解消の推進に関する法律」

　部落差別の解消の推進に関する法律（平成 28 年 12 月 16 日 法律第１０９号。以下「部落差別解消推進法」
という。）が施行され２年が経過しました。
　部落差別解消推進法は、全ての国民が等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重される
ものであるとの理念にのっとり、部落差別の解消を推進し、差別のない社会の実現を目指す法律です。一人
一人が違いを認め合い、お互いの人権を尊重し合う社会を築きましょう。

部落差別の解消の推進に関する法律 
（目的）
第一条 この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴って部落差別に関する状況の変化が
生じていることを踏まえ、全ての国民に基本的人権の享有を保障する日本国憲法の理念にのっとり、部落差別は許さ
れないものであるとの認識の下にこれを解消することが重要な課題であることに鑑み、部落差別の解消に関し、基本
理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、相談体制の充実等について定めることによ
り、部落差別の解消を推進し、もって部落差別のない社会を実現することを目的とする。 

（基本理念） 
第二条 部落差別の解消に関する施策は、全ての国民が等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重さ
れるものであるとの理念にのっとり、部落差別を解消する必要性に対する国民一人一人の理解を深めるよう努めるこ
とにより、部落差別のない社会を実現することを旨として、行われなければならない。 

（国及び地方公共団体の責務） 
第三条 国は、前条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関する施策を講ずるとともに、地方公共団体が講ずる部
落差別の解消に関する施策を推進するために必要な情報の提供、指導及び助言を行う責務を有する。 
２ 地方公共団体は、前条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関し、国との適切な役割分担を踏まえて、国及び
他の地方公共団体との連携を図りつつ、その地域の実情に応じた施策を講ずるよう努めるものとする。 

（相談体制の充実） 
第四条 国は、部落差別に関する相談に的確に応ずるための体制の充実を図るものとする。 
２ 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応じ、部落差別に関する相談に的確に応ず
るための体制の充実を図るよう努めるものとする。 

（教育及び啓発） 
第五条 国は、部落差別を解消するため、必要な教育及び啓発を行うものとする。 
２ 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応じ、部落差別を解消するため、必要な教
育及び啓発を行うよう努めるものとする。 

（部落差別の実態に係る調査） 
第六条 国は、部落差別の解消に関する施策の実施に資するため、地方公共団体の協力を得て、部落差別の実態に係る
調査を行うものとする。

衆議院法務委員会における附帯決議 
　政府は、本法に基づく部落差別の解消に関する施策について、世代間の理解の差や地域社会の実情を広く踏まえた
ものとなるよう留意するとともに、本法の目的である部落差別の解消の推進による部落差別のない社会の実現に向け
て、適正かつ丁寧な運用に努めること。

参議院法務委員会における附帯決議
　国及び地方公共団体は、本法に基づく部落差別の解消に関する施策を実施するに当たり、地域社会の実情を踏まえ
つつ、次の事項について格段の配慮をすべきである。
一 部落差別のない社会の実現に向けては、部落差別を解消する必要性に対する国民の理解を深めるよう努めることは
もとより、過去の民間運動団体の行き過ぎた言動等、部落差別の解消を阻害していた要因を踏まえ、これに対する対
策を講ずることも併せて、総合的に施策を実施すること。 
二 教育及び啓発を実施するに当たっては、当該教育及び啓発により新たな差別を生むことがないように留意しつつ、
それが真に部落差別の解消に資するものとなるよう、その内容、手法等に配慮すること。 
三 国は、部落差別の解消に関する施策の実施に資するための部落差別の実態に係る調査を実施するに当たっては、当
該調査により新たな差別を生むことがないように留意しつつ、それが真に部落差別の解消に資するものとなるよう、
その内容、手法等について慎重に検討すること。

■問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 13 日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 13 日㈬ 10：00 ～ 10：30

ＨＩＶ抗体検査 13 日㈬ 14：00 ～ 16：00

《 ２ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》
相談内容 実施日 時間

心の健康相談 19 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 22 日㈮ 10：00 ～ 15：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

1 月

21 日㈪

22 日㈫

23 日㈬

24 日㈭ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

25 日㈮

26 日㈯

27 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  安本医院  ☎７３－０８２２〉

28 日㈪

29 日㈫

30 日㈬
3 歳 6 か月児健康診査 

〈13:00 ～ 13:30（受付）日良居庁舎〉

31 日㈭

2 月

1 日㈮
こころの相談会〈10:00 ～ 12:00【要予約】〉 

【申込先】健康増進課 健康づくり班  ☎７３－５５０４

2 日㈯

3 日㈰

休日在宅当番医 
〈9:00 ～ 17:00  おげんきクリニック  ☎７４－２４９０〉

サザン・セト大島ロードレース大会
〈9:00 ～　周防大島町陸上競技場（西方）〉

4 日㈪

5 日㈫

6 日㈬

7 日㈭
認知症相談日〈9:00 ～ 16:00　日良居庁舎〉

【問合せ】地域包括支援センター  ☎７３－５５０６

8 日㈮ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 日良居庁舎〉

9 日㈯

10 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  山中クリニック  ☎７２－０１５２〉

11 日㈪
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  野村医院  ☎７６－００１７〉

12 日㈫

13 日㈬

14 日㈭

15 日㈮

16 日㈯

17 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  川口医院  ☎７８－０３０６〉

18 日㈪

19 日㈫ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 久賀福祉センター〉

20 日㈬

○健康相談などに関するお問い合わせ　
　健康増進課　☎０８２０（７３）５５０４
○妊娠・出産・子育てに関するお問い合わせ
　子育て世代包括支援センターＯｈａｎａ
　　　　　　　☎０８２０（７３）５５１１

人身交通事故（前年比）

件数 死者 傷者

２８（-1） １（±０） ３４（-9）

周防大島町　交通事故発生状況（平成 30 年 11 月末現在）

物損事故件数（前年比）

２９０（＋ 42）

今月の納期（普通徴収）

　  【第４期分】　町県民税
  　【第７期分】　国民健康保険税　
　　　　　　　  介護保険料
　　　　　　　  後期高齢者医療保険料

納期限　１月３１日㈭
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人の動き（１月１日現在）※増減は対前月比

人　口 １６，３２０人 （31 人減）

男（日本人） ７，４７２人

女（日本人） ８，７５８人

外国人 ９０人 （10 人増）

世帯数 ９，２６６戸 （５戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生       2 人
　　転入    23 人 小計 25 人
減：死亡    37 人
　　転出    29 人 小計 66 人

特　設　人　権　相　談　所
日時　２月５日㈫　午前９時 30 分～正午
場所　橘総合センター
相談内容　差別、いじめ、嫌がらせ等、人権に　
　　　　　関する問題
相談員 人権擁護委員
問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

※悪天候により警報等が発令された場合は中止になることがあります。

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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